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 里山は草地，二次林，雑木林および農耕地を含む景観であり，適度な人為的撹

乱によって維持されてきた。生物多様性保全における里山の重要性は繰り返し強

調されてきた。ところが現在では里山の生物多様性は，（1）人間活動や開発によ

る生息場所の分断化，（2）人間生活や生産様式の変化および過疎化による人為的

管理の減少，（3）外来生物による既存生態系の撹乱によって低下しつつあると考

えられる(環境省 2002)。里山は，植生，面積および撹乱程度の異なる様々な土地

が入り組んで構成されており，そこに生息する種も多様であると考えられる。 

 江戸末期から明治の初めにかけて，草地の面積は 350 万ヘクタールもあり，日

本の陸地面積の 10 %以上を占めていた。しかしながら現在は，管理放棄によって

原野や草原の面積は国土の数％未満にまで減少している(環境省 2002)。日本のよ

うな降水量の多いモンスーン気候では，放牧や野焼きのような人間の利用や管理

がなければ，草地の維持は困難である。 

草地における生物多様性の保全および増加のためには，草地を含む里山の生物

相とその特徴を明らかにすることが重要である。そのため植生や管理程度の異な



る構成要素間（境界地）の生物相の相異とその機構を解明する必要がある。また，

同一種であっても生息場所が異なれば個体群密度が異なることが考えられる。そ

のため，異なる生息場所における昆虫の生活史特性や動態を考慮して管理を考え

る必要がある。 

オサムシ科昆虫は種数が多く，後翅が退化した種が多い。また，オサムシ科昆

虫科には様々な特性を持つ種がいる。これらの種は歩行によって移動分散する。

その結果，オサムシ科昆虫群集は環境の異質性に敏感に反応する。従ってその組

成を明らかにして管理の影響を明らかにし，時空間における個体群密度の動態を

明らかにすることは，草地の多様性管理の指針を作る上で重要であり，草地を含

む里山の生物多様性管理に大いに寄与するものと考えられる。  

本研究では，草地とその周辺環境における地表性昆虫群集，特にオサムシ科昆

虫科昆虫の種組成とその維持機構を明らかにし，草地を中心とした里山の適切な

生物多様性管理法について提言する。 

 1 章は序論であり，この研究の意義を述べた。2 章では調査地の概要を示した。

特に温度環境を明らかにするために，草地と林地の温度の日較差を比較した。そ

の結果，草地は温度の日較差が林地と比較して大きく，生息種にとって厳しい環

境であると考えられた。3 章では，草地，林地，休耕田および農耕地における昆

虫相の比較を行い，草地の地表性昆虫相の特徴を明らかにした。目レベルでは草

地に特有な昆虫相は検出されなかった。オサムシ科昆虫について種レベルで検討

すると，草地のみに生息する種は 2 種，休耕田および農地のみに生息する種はそ

れぞれ 1 種であった。草地で相対密度が高い種（5 位以内）の多くは，他の生息

地では相対密度が高い 5 種には含まれていなかった(3 章)。このことから草地に

は特異的なオサムシ種が生息していることが示された。 

4 章の 1 節では，草地の管理方法・管理程度の違いとオサムシ科昆虫の生活史

特性の関係を翅型を用いて解析した。草地に生息するスペシャリスト 7 種のうち，



3 種が長翅型と短翅型からなる翅二型を示し，他の生息地のスペシャリストは全

て単型であった。また，管理方法の異なる草地のうち，野焼き草刈区で翅ニ型の

種が多かった。このように草地でも管理方法度の違いによって，生息種とその翅

型が異なることが示された。以上のことから，調査地は毎年繰り返される野焼き

によって，長期に撹乱されてきた広い草地であったので，そのような環境が翅二

型の種の存続と関係すると考えられた。 

4 章の 2 節では，草地と林地の境界地における，森林性のルイスオサムシ（以

下ルイス）の分布と行動を解析して，境界地が分布に及ぼす影響を明らかにした。

この研究では，ルイスが林地の密度とは無関係に 15 %の個体が草地に移出するこ

とが分かった。また，生息場所の選択行動を個体標識によって調べた。その結果，

境界線で放したルイス（129 頭）のうち再捕率は 17.1 % （22 頭）で，林地では

10.1 % ，草地では 7.0 %であった。放逐地点から捕獲地点までの平均距離は林地

側で 8.83 m，草地側で 4.83 m であり，ルイスは森林を好む傾向が見られた。移出

率が一定であることは，林地での個体数が増加するほど移出個体が増えて，移出

によって生息地が拡大することを示している。このことは同時に生息地の分断化

が起こると，生息地での個体数が減って生息地の縮小が起こることを示唆してい

る。そのため，生息場所と個体数の両方を考慮して保全を考える必要があること

が示された。 

5 章では，2 つの雑木林 AB におけるルイス個体群の動態を解析した。3 年間の

調査によって，人為的撹乱のない林地 B より人為的に撹乱された林地 A では

ルイスの相対密度が高く，餌のミミズの密度も高いことが示された。このこと

は，ルイスの相対密度の低い林地より高い林地ではルイスの増殖率は低いが，

成虫が林地に残存する率が高いことによって起こっていた。以上のことから，

適度な人為的管理は生息種の密度の安定化をもたらす可能性が示された。  

6 章は総合考察である。オサムシ科昆虫は農業害虫の捕食性天敵として知られ，



有益な昆虫である。このようなオサムシ科昆虫の保全を考える時は，対象とする

種を明確にし，その種に合った保全方法を適用する必要があると考えられる。す

なわち，5 章で述べた景観内の構成要素の配置および生息場所内の環境収容能を

決める食物量と隠れ場所を考慮する必要がある。日本は稲作が中心であるのに対

して，欧米では畑作が中心である。オサムシ科昆虫は畑地でも多く見られる昆虫

で，欧米では天敵としての重要性が強調されている。そのため，ビートルズバン

クと呼ばれるオサムシ科昆虫の越冬場所地 (hedge)を畑地内に確保する活動も行

われている。 

日本におけるオサムシ科昆虫の農業生態系における天敵としての生態学的研究

は欧米に比べて遅れている。オサムシ科昆虫の研究で重視しなければならない点

は，オサムシ科昆虫の個体数がカタビロオサムシ科昆虫のように餌に一方的に依

存しているのか，あるいは餌動物と相互依存的な関係にある（5 章 ルイスオサム

シ科昆虫の例）のかは，天敵としての利用において重要な意味をもつ。そのため，

幼虫期の生態の解明（特に共食いや餌との関係），餌量と蔵卵数の関係，境界地で

の行動の研究が重要であると考えられる。季節を通しての解剖，餌量の調査，生

活史特性の解明および 2 ヶ所以上での長期の調査を同時進行することが重要であ

る。 

 結論として，草地の生物多様性の維持と増加には適度の人為的撹乱が必要かつ

有効なことが示された。人為的撹乱の種類には，コリドー，異なる生息環境の配

置，環境異質性の増加が含まれるが，同時に種個体群の内在的な密度制御機構を

重視した，生息場所の食物量や物理環境の改善などと環境収容能の増加の方策も

重要であることが示された。 
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